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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 26,215 0.2 △629 ― △261 ― △437 ―

2022年3月期第2四半期 26,167 34.1 793 ― 1,198 ― 892 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　784百万円 （△22.9％） 2022年3月期第2四半期　　1,017百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 △15.41 ―

2022年3月期第2四半期 31.44 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 53,271 29,070 53.5 1,004.70

2022年3月期 50,476 28,479 55.4 986.50

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 28,521百万円 2022年3月期 27,989百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,000 3.5 △400 ― △400 ― △600 ― △21.14

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 29,424,635 株 2022年3月期 29,424,635 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 1,030,131 株 2022年3月期 1,052,351 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 28,380,574 株 2022年3月期2Q 28,370,756 株

（注）１．期末自己株式数には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式（2023年３月期２Q 928,660株、2022年３月期951,300株）が含まれております。

　　　２．株式給付信託（BBT）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

　　　　　（2023年３月期２Q 942,887株、2022年３月期２Q 953,415株）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

　　おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項

　　等については、四半期決算短信【添付資料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

　　ご覧ください。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主
に帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想　（A） 52,000 900 700 500 17.62

今回修正予想　（B） 53,000 △400 △400 △600 △21.14

増 　 減 　 額 （ B － A ） 1,000 △1,300 △1,100 △1,100 －

増 　 減 　 率  　 （ % ） 1.9% － － － －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスによる影響が長期化する中、徐々に規

制が緩和され経済活動が正常化しつつあるものの、ウクライナ情勢の悪化の影響等による世界的な資源価格の高

騰、さらには欧米との金利差拡大を主因とする急激な円安の進行に伴い、依然として先行き不透明な状況が継続

しております。

　当社グループの関連するトラック製造業界は、世界的な半導体不足など部品不足による生産遅れの影響で供給

が滞ったことにより、普通トラック（積載量４トン以上）の国内登録台数は、25,269台と前年同期比37.7％の減

少となりました。一方で、アセアン向けを中心とした輸出は、回復基調にあり堅調に推移いたしました。他方、

中国では、新型コロナウイルス感染再拡大に伴う経済活動の抑制の影響等により厳しい状況が続きました。

　このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は、26,215百万円（前年同

期比0.2％増）となりました。損益面におきましては、営業損失は629百万円（前年同期は営業利益793百万

円）、経常損失は261百万円（前年同期は経常利益1,198百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は437百

万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益892百万円）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　日本における売上高は15,036百万円（前年同期比1.3％減）、営業損失は297百万円（前年同期は営業利益375

百万円）となりました。アジアにおける売上高は9,030百万円（前年同期比14.4％増）、営業利益は334百万円

（前年同期比33.0％減）、中国における売上高は2,032百万円（前年同期比42.7％減）、営業損失は408百万円

（前年同期は営業利益167百万円）、北米における売上高は2,049百万円（前年同期比31.0％増）、営業損失は

332百万円（前年同期は営業損失238百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　総資産については、前年度末比5.5％増の53,271百万円（前連結会計年度末は、50,476百万円）となり2,794百

万円増加いたしました。この主な要因は、前年度末に比べ、受取手形及び売掛金の増加1,280百万円、棚卸資産

の増加1,102百万円及び有形固定資産の増加1,498百万円に、現金及び預金の減少1,009百万円を加味したことに

よるものであります。

（負債）

　負債については、前年度末比10.0％増の24,200百万円（前連結会計年度末は、21,996百万円）となり2,203百

万円増加いたしました。この主な要因は、前年度末に比べ、支払手形及び買掛金の増加690百万円、電子記録債

務の増加340百万円及び短期借入金の増加909百万円を加味したことによるものであります。

（純資産）

　純資産については、前年度末比2.1％増の29,070百万円（前連結会計年度末は、28,479百万円）となり590百万

円増加いたしました。この主な要因は、為替換算調整勘定の増加1,125百万円に、親会社株主に帰属する四半期

純損失計上等に伴う利益剰余金の減少636百万円を加味したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は前年度末55.4％から53.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期通期連結業績予想につきましては、最近の業績及び市場動向を踏まえ、業績予想を修正いたしま

した。詳細につきましては、本日（2022年11月10日）公表いたしました「業績予想の修正、剰余金の配当（中間

配当無配）および期末配当予想の修正（無配）に関するお知らせ」をご参照ください。

2023年３月期　連結業績予想数値の修正
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,229 3,220

受取手形及び売掛金 12,169 13,449

電子記録債権 614 586

棚卸資産 6,837 7,940

未収還付法人税等 104 44

その他 943 846

貸倒引当金 △10 △11

流動資産合計 24,888 26,076

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,596 4,654

機械装置及び運搬具（純額） 8,202 8,517

土地 3,426 3,559

建設仮勘定 1,660 2,582

その他（純額） 1,148 1,220

有形固定資産合計 19,035 20,533

無形固定資産

ソフトウエア 154 145

のれん 121 77

その他 70 75

無形固定資産合計 345 298

投資その他の資産

投資有価証券 2,975 2,988

関係会社出資金 1,813 1,870

関係会社長期貸付金 73 77

繰延税金資産 1,198 1,268

その他 162 174

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 6,207 6,363

固定資産合計 25,588 27,195

資産合計 50,476 53,271

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,964 5,655

電子記録債務 2,463 2,803

短期借入金 5,504 6,414

リース債務 124 77

未払法人税等 201 160

賞与引当金 753 709

製品保証引当金 36 85

役員株式給付引当金 64 69

設備関係支払手形 178 236

その他 1,667 2,251

流動負債合計 15,960 18,462

固定負債

長期借入金 1,642 1,259

リース債務 98 84

繰延税金負債 1,082 1,146

退職給付に係る負債 3,088 3,123

その他 124 124

固定負債合計 6,036 5,737

負債合計 21,996 24,200

純資産の部

株主資本

資本金 4,617 4,617

資本剰余金 264 264

利益剰余金 20,800 20,164

自己株式 △463 △453

株主資本合計 25,219 24,593

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 948 955

土地再評価差額金 20 20

為替換算調整勘定 1,963 3,088

退職給付に係る調整累計額 △162 △136

その他の包括利益累計額合計 2,769 3,928

非支配株主持分 490 549

純資産合計 28,479 29,070

負債純資産合計 50,476 53,271
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 26,167 26,215

売上原価 22,877 24,294

売上総利益 3,290 1,920

販売費及び一般管理費 2,496 2,549

営業利益又は営業損失（△） 793 △629

営業外収益

受取利息 3 4

受取配当金 40 68

為替差益 40 377

持分法による投資利益 334 －

助成金収入 29 110

その他 31 56

営業外収益合計 480 617

営業外費用

支払利息 61 86

持分法による投資損失 － 151

その他 13 12

営業外費用合計 75 249

経常利益又は経常損失（△） 1,198 △261

特別利益

固定資産売却益 21 1

特別利益合計 21 1

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産廃棄損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
1,219 △260

法人税、住民税及び事業税 176 169

過年度法人税等 △8 －

法人税等調整額 136 △10

法人税等合計 305 159

四半期純利益又は四半期純損失（△） 914 △420

非支配株主に帰属する四半期純利益 22 17

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
892 △437

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 914 △420

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 264 6

為替換算調整勘定 △315 962

退職給付に係る調整額 27 26

持分法適用会社に対する持分相当額 125 208

その他の包括利益合計 102 1,204

四半期包括利益 1,017 784

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,029 720

非支配株主に係る四半期包括利益 △11 63

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広

がり方や収束時期等を含む仮定について、重要な変更はありません。

（株式給付信託（BBT））

当社は、2019年６月20日開催の第83回定時株主総会決議に基づき、取締役（社外取締役を含みます。）及び執行

役員（以下、取締役とあわせて「取締役等」といいます。）の報酬と当社の株式価値との連動性をより明確にし、

取締役等が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落リスクまでも株主の皆様と共有することで、取締役（社

外取締役を除きます。）及び執行役員に関しては、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高め

ることを目的とし、また、社外取締役に関しては、当社の経営の健全性と社会的信頼の確保を通じた当社に対する

社会的評価の向上を動機付けることを目的とし、業績連動型株式報酬制度として「株式給付信託（BBT（＝Board 

Benefit Trust））」（以下「本制度」といいます。）を導入しております。

（１）取引の概要

　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対して、当社が定

める役員株式給付規則に従って、当社株式が信託を通じて給付される株式報酬制度です。なお、取締役等が当社

株式の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

（２）信託が保有する自社の株式に関する事項

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末424百万円、951千株、当

第２四半期連結会計期間末414百万円、928千株であります。

（３）総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　該当事項はありません。

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度

を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報

告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の

適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（単位：百万円）

日本 アジア 中国 北米 合計 調整額(注1)
四半期連結
財務諸表計
上額(注2)

売上高

(1)外部顧客への売上高 14,392 7,630 2,585 1,558 26,167 － 26,167

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
841 264 959 4 2,071 △2,071 －

計 15,234 7,895 3,545 1,563 28,238 △2,071 26,167

セグメント利益又は

損失（△）
375 499 167 △238 803 △9 793

（単位：百万円）

日本 アジア 中国 北米 合計 調整額(注1)
四半期連結
財務諸表計
上額(注2)

売上高

(1)外部顧客への売上高 14,407 8,758 1,007 2,041 26,215 － 26,215

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
628 272 1,025 7 1,934 △1,934 －

計 15,036 9,030 2,032 2,049 28,149 △1,934 26,215

セグメント利益又は

損失（△）
△297 334 △408 △332 △703 74 △629

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△9百万円には、セグメント間取引消去67百万円と、各セグメントに

配分していない全社費用△77百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない役員

報酬等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額74百万円には、セグメント間取引消去147百万円と、各セグメントに

配分していない全社費用△72百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない役員

報酬等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（セグメント区分の変更）

　当社は、第15次中期経営計画の海外地域戦略に基づいて2022年4月に実施した地域統括制度の導入に伴

い、第１四半期連結会計期間より「中国」を新しい報告セグメントとしております。

　この変更により、従来のセグメント区分において「アジア」に含めていた中国地域を「中国」として分

離し、その結果、変更後は「日本」、「アジア」、「中国」、「北米」の４つの報告セグメントとなりま

す。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、上記の変更を踏まえて作成した報告セ

グメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報を記載しております。
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